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を
要
す
る
大
規
模
災
害
や
林
野
火
災
に

お
け
る
活
動
、
地
域
住
民
に
対
す
る
防

火
・
防
災
意
識
の
啓
発
活
動
な
ど
に
つ

い
て
は
、
消
防
団
は
不
可
欠
な
存
在
で

す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
消
防
団
員
数
の
減

少
や
高
齢
化
等
の
問
題
が
生
じ
て
き
て

お
り
、
組
織
の
充
実
強
化
は
緊
急
か
つ

最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鬼
北
町
で
は
、
こ
の
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
最
も
大
切
な
の
は
地
域
に
暮

ら
す
皆
さ
ん
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る

理
解
と
協
力
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が

地
域
の
安
全
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
こ

と
で
す
。　

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、
地

域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
定
期
的
に
訓
練
を
行
う

こ
と
で
、
消
防
・
防
災
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
習
得
す
る
ほ
か
、
女
性
消
防

団
員
が
主
と
な
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、
火
災
予
防
広

報
、
応
急
手
当
の
普
及
活
動
な
ど
、
女

性
の
優
し
さ
や
細
か
な
配
慮
を
活
か
し

て
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
消
防
力
・

防
災
力
の
向
上
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

鬼
北
町
で
は
、
女
性
消
防
団
員
の
多

く
が
、「
応
急
手
当
普
及
員
」
の
資
格

を
取
得
し
、
消
防
署
員
と
と
も
に
各
学

校
等
で
心
肺
蘇
生
法
等
の
指
導
を
行
い
、

応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
課
題

　

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災
体
制
の
確
立

が
必
要
で
す
。
消
防
団
や
自
主
防
災
組

織
は
地
域
住
民
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
地

域
社
会
に
お
け
る
消
防
防
災
体
制
の
中

核
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

実
際
、
鬼
北
町
に
は
常
備
消
防
機
関

と
し
て
消
防
署
が
あ
り
ま
す
が
、
消
火

活
動
は
も
と
よ
り
、
特
に
多
数
の
動
員

あ
な
た
も
自
分
の
ま
ち
、
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
る
た
め
、

消
防
団
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　団員はそれぞれに生業を持っており、その

職種は自営業やサラリーマンとさまざまで

すが、「我が町は我が手で守る」という気概

を持って消防団活動を行っています。

　また、団員は、火事で夜中に飛び出したり、

災害で何日も家に帰れないときもあります。

消防団の活動は家族の協力なしでは成り立

ちません。そのことも忘れてはいけないと思

います。

鬼北町消防団長　吉川　壽雄


